













SPREADING YOUR SPACE 
RESUSCITATION BY USING VACANT LAND IN THE TOYAMA APARTMENT OF A HOUSING COMPLEX 
 
木村美早 





This proposal is spreading a space to want staying for inhabitants living in Toyama apartment a housing 
complex in Shinjuku Ward. The apartment can’t build more buildings by building code. Then,I propose a 
resusciatation method by using vacand land and space by tent and wall. 
































































































































 図書室を -800mm の半地下とし、その屋上（高さ
GL+2600）にバスケットコートを配置する。歩道から静
と動の相反する空間が両方みえ、街を徘徊する人々を引
き込む。 
 
 
 
 
 
 
 
 
図７ 図書室部分断面パース 
建物全体にうっすらと天膜がかかる  
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b）周囲の人を引き込む 
巨大なボリュームでまちを分断している戸山団地の、1
階部分を通路空間として減築して抜き、隣にある西戸山
小学校、新宿戸山中学校の生徒や公園利用者を引き込む。
これまで団地住民の歩行空間だった空地が、中学校利用
者や雨宿りの場所として新たな利用がされるようになる。 
 
 
図８ 隣の生徒たちが団地のピロティを 
くぐりぬけ、庭に遊びに来る。 
黄緑：団地 グレー：学校 
 
c）天幕による空間 
これまで空き地でしかなかった広場に天幕が張られる
ことによって、アクティビティが溢れ出す。ところどこ
ろに立つ壁は適度に視界を遮り、歩き回る面白さをつく
りだす。天幕は動線を作り出しにぎやかさを生むと共に、
建物同士、団地同士、まちを結ぶ装置ともなる。また天
幕は柔らかく活動を区切り、人々に戸外だが室内のよう
な居心地の良さを与える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図９，１０ 天幕による空間（模型写真） 
 
５． おわりに 
結論：現在、減築など様々な方法で団地再生が行われて
いる。しかしその中で、団地外からの人々を呼び込んで
再生を行うものは少なく感じる。団地内に必要な用途だ
けでなく、その周囲の人々にも必要とされる用途を用い
ること。また仲の良い数人から、数十人まで様々な広さ
や好き嫌いに応じた様々な場所を用意すること。それら
が居場所を拡大するためには必要だと感じた。 
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